〇〇施設　洪水に関する避難確保計画

令和〇〇年〇〇月〇〇日
１　計画の目的
　この計画は、水防法第15条の３第１項に基づくものであり、「○○○○（施設名）」 の利用者の洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図ることを目的とする。

２　計画の適用範囲
　この計画は、「○○（施設名）」に勤務する職員（以下「施設職員」という。）、施設利用者及び出入りする全ての者（以下「利用者等」という。）に適用するものとする。

３　計画の報告
　計画の作成及び必要に応じて見直し又は修正をしたときは、水防法１５条の３第２項に基づき、遅延なく当該計画を大町市長へ報告する。

４　防災体制
　連絡及び防災体制は下表のとおりとする。
　【防災体制確立の判断時期及び役割分担】
	
	体制確立の判断時期
	活動内容
	対応要員

	注意体制
	・大町市に洪水注意報発表
・気象庁洪水警報の危険度分布で「注意（注意報級）」予想
	・洪水予報等の情報収集
	・総括、情報班員

	警戒体制
	・大町市に洪水警報発表
・気象庁洪水警報の危険度分布で「警戒（警報級）」予想
・大町市に避難準備・高齢者等避難開始の発令
	・洪水予報等の情報収集
・保護者及び周辺住民への事前連絡
	・総括、情報班員

	
	
	・使用する資機材の準備
・要配慮者への避難誘導
	・避難、誘導班員

	非常体制
	・大町市に避難勧告又は避難指示（緊急）の発令
・気象庁洪水警報の危険度分布で「非常に危険」予想
	・施設内全体避難誘導
	・避難、誘導班員


表内の事項のほか、施設の管理権限者（自衛水防組織の総括管理者）の指揮命令に従うものとする。
５　情報収集及び伝達
（1） 情報収集
　　収集する主な情報及び収集方法は下表のとおりとする。
	収集する情報
	収集方法

	気象情報
	テレビ、ラジオ、気象庁防災情報

	洪水予報
水位情報
水位到達情報
	市からの広報、ＦＡＸ、気象庁防災情報、緊急速報メール、川の水位情報

	避難準備・高齢者等避難開始
避難勧告
避難指示（緊急）等
	防災行政無線、テレビ、ラジオ、気象庁防災情報、緊急速報メール、戸別受信機


※停電時はラジオ、タブレット、携帯電話、戸別受信機を活用して情報収集することとし、乾電池・バッテリー等の必要な備蓄品を備える。
※気象庁及び長野県情報ウェブサイト等
　気象庁防災情報
　・雨の様子（降水短時間予報）
　　https://www.jma.go.jp/jp/kaikotan/index.html
　・洪水警報の危険度分布
　　https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html
　・大雨警報（浸水害）の危険度分布　
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html
　・長野県防災情報ポータル
　　http://nagano-pref-bousai.force.com/
　・川の水位情報
　　https://k.river.go.jp
（2） 情報伝達
ア　別紙１「施設内緊急連絡網」に基づき、掲示板等を用いて、体制の確立・気象・洪水予報等の情報を施設職員で共有する。
イ　利用者等を避難させる場合には、市消防防災課に「避難先と避難開始の時間」を報告する。
ウ　利用者等を避難させる場合には、別紙２「保護者緊急連絡網」に基づき、保護者（利用者家族）に対し、「現状を説明し、避難先（施設名）、利用者の引き渡し方法、引き渡しの時期等」について連絡する。
エ　避難完了後、市消防防災課に避難が完了したことを報告する。
オ　避難完了後、別紙２「保護者緊急連絡網」に基づき、保護者（利用者家族）に対し「避難完了と利用者を引き渡す」旨の連絡を行う。

６　避難誘導
（1） 避難場所
洪水時の避難場所は「施設名、所在地」とし、夜間の避難や施設職員の非常参集体制が整うまでは「施設内の避難場所または近隣の安全な場所など」への一時避難とする。
（2） 避難経路
　洪水時における避難場所までの避難経路は、別紙３「避難経路図」のとおりとする。
（３）避難誘導方法
ア　避難先までは公用車〇台及び（施設職員の車など）を利用するものとする。
イ　避難する際には、ブレーカーの遮断、ガスの元栓の閉鎖等を行う。
ウ　施設からの退出が完了した時点において、施設内に残された利用者がいないか確認を行う。

７　避難の確保を図るための設備等
　情報の収集及び伝達、避難誘導の際に使用する設備・資機材については、下表のとおりとする。
	活動の区分
	使用する設備・資機材

	情報収集・伝達
	テレビ、ラジオ、タブレッド、パソコン、ファックス、戸別受信機、携帯電話、懐中電灯、電池、携帯電話バッテリー

	避難誘導
	名簿（施設職員・利用者等）、タブレット、パソコン、戸別受信機、携帯電話、懐中電灯、携帯用拡声器、電池、携帯用バッテリー、雨具、寝具、防寒具



８　防災教育及び訓練の実施
（1） 入社時に新規採用職員を対象とした防災教育及び訓練を実施する。
（２）毎年〇月に全施設職員を対象とした情報収集・伝達及び避難誘導に関する訓練を実施する。
（３）地震等を想定した情報伝達及び避難訓練の実施をもって、本計画に基づく情報収集・伝達及び避難誘導に関する訓練に代えることができる。ただし、災害の種類によって、避難経路や避難場所が異なる場合があることを施設職員に周知するとともに洪水時の避難に関する研修を別途開催する。

９　自衛水防組織の業務に関する事項
（1） 別添「自衛水防組織活動要領」に基づき自衛水防組織を設置する。
（2） 自衛水防組織においては、以下のとおり訓練を実施するものとする。
ア　新規採用により新たに自衛水防組織の構成員となった施設職員を対象として入社時に研修を実施する。
イ　全施設職員を対象として毎年〇月に実施する防災訓練に先立ち、自衛水防組織の全構成員を対象として情報収集・伝達及び避難誘導に関する訓練を実施する。


自衛水防組織活動要領
（自衛水防組織の編成）
第1条　管理権限者は、洪水時において避難確保計画に基づく円滑かつ迅速な避難を確保するため、自衛水防組織を編成するものとする。
2　自衛水防組織には、統括管理者を置く。
（1） 統括管理者は、管理権限者の命を受け、自衛水防組織の機能が有効に発揮できるよう組織を統括する。
（2） 統括管理者は、洪水時における避難行動について、その指揮、命令、監督等一切の権限を有する。
3　管理権限者は、統括管理者の代行者を定め、当該該当者に対し、統括管理者の任務を代行するために必要な指揮、命令、監督等の権限を付与する。
4　自衛水防組織に班を置く。
（1） 班は、総括・情報班及び非難誘導班とし、各班に班長を置く。
（2） 各班の任務は、別表1に掲げる任務とする。
（3） 防災センター（通信設備を有する事務所）を自衛水防組織の活動拠点とし、防災センター勤務員及び各班の班長を自衛水防組織の中核として配置する。
（自衛水防組織の運用）
第2条　統括管理者は、別表1の組織編成及び任務の周知徹底を図るものとする。
2　施設職員の勤務体制（シフト）や休日・夜間などで、別表1の編成体制を確保することが難しい場合においては、統括管理者の権限にて、班長及び班員を別に定めることができる。
3　管理権限者は、災害等の応急活動のため緊急連絡網や施設職員の非常参集計画を定めるものとする。
（自衛水防組織の装備）
第3条　管理権限者は、自衛水防組織に必要な装備品を整備するとともに、適正な維持管理に努めなければならない。
（1） [bookmark: _GoBack]自衛水防組織の装備品は、別表2「自衛水防組織装備品リスト」のとおりとする。
（2） 自衛水防組織の装備品については、統括管理者が防災センターに保管し、必要な点検を行うとともに、点検結果を記録し、常時使用できる状態で維持管理する。

（自衛水防組織の活動）
第4条　自衛水防組織の各班は、避難確保計画に基づき、情報収集及び避難誘導活動を行うものとする。


別表1　「自衛水防組織の編成と任務」
管理権限者（防火管理者）




統括管理者




統括管理者の代行者





	統括・情報班
	役職及び氏名
	任務

	
	班長
班員



	・自衛水防活動の指揮統制・状況の把握、情報内容の記録
・館内非難の呼びかけ
・洪水予報等の情報収集
・関係者及び関係機関との連絡









	避難誘導班
	役職及び氏名
	任務

	
	班長
班員





	・避難誘導の実施
・未避難者、要救助者の確認
・使用する資機材の準備

















別表2　「自衛水防組織装備品のリスト」
	任務
	装備品

	総括・情報班
	名簿（従業員、利用者等）
情報収集及び伝達機器(ラジオ、タブレット、パソコン、戸別受信機、携帯電話等)
懐中電灯、電池、携帯電話用バッテリー

	避難誘導班
	名簿（従業員、利用者等）
情報収集及び伝達機器(ラジオ、タブレット、パソコン、戸別受信機、携帯電話等)
懐中電灯、電池、携帯電話用バッテリー、拡声器、雨具、寝具、防寒具





別紙１「施設内緊急連絡網」

北アルプス広域介護福祉課
21-3324

大町消防署
22-0119


包括支援センター
大町22-0420
北部85-0062
南部21-1702
市消防防災課
22-0420　内線515





○○自治会長
連絡先





○○施設職員連絡網






別紙２「保護者緊急連絡網」
　施設利用者の家族等への連絡網を記載してください。（別途作成可）











別紙3　避難経路図
例）社会就労センター　　避難先施設名：大町東小学校
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